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３
年
）

鷲
野 

萌
香
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３
年
）

黒
川 

真
仁

　
演
劇
部
は
、
現
在
男
子
10
名
女
子
18
名
計
28
名

で
、
旧
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
で
毎
日
元
気
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
県
中
部
地
区
高
校
演
劇
は
コ
ン
ク
ー

ル
制
を
と
っ
て
い
な
い
た
め
全
国
大
会
等
に
は
出

場
し
ま
せ
ん
が
、
文
化
祭
（
５
月
）、
６
・
１
月
の

地
区
合
同
公
演
、
８
・
10
・
３
月
の
校
内
公
演
、

Ｏ
Ｂ
の
方
の
劇
団
へ
の
参
加
な
ど
活
発
に
活
動

し
、
各
公
演
で
は
少
し
で
も
多
く
の
お
客
様
に
見

て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
部
で
は

基
礎
訓
練
か
ら
台
本
づ
く
り
、
演
出
プ
ラ
ン
や
道

具
の
製
作
、
演
技
の
細
か
い
点
に
至
る
ま
で
す
べ

　
私
は
５
月
20
日
か
ら
行
わ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン

オ
ー
プ
ン
に
50

M
平
泳
ぎ
・
１
０
０
M
平
泳
ぎ

の
２
種
目
に
出
場
し
、
50

M
は
全
国
12
位
と
い

う
結
果
を
残
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
先
日
行
わ
れ
た
浜
名
湾
高
校
生
選
手

権
水
泳
競
技
大
会
で
は
、
１
０
０
M
で
は
２
位
、

２
０
０
M
で
は
１
位
に
な
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
私
が
目
標
と
し
て
い
る
タ
イ
ム
に
は
届
か

な
か
っ
た
も
の
の
、
２
種
目
と
も
長
水
路
の
自

己
ベ
ス
ト
記
録
で
、
他
の
選
手
と
競
り
合
う
こ

と
も
で
き
、
本
番
に
向
け
て
い
い
レ
ー
ス
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
東
日
本
大
震
災
の

震
源
地
付
近
で
あ
る
盛
岡
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

地
震
が
起
き
て
も
こ
う
し
て
大
会
が
行
わ
れ
る

こ
と
、
被
災
し
て
い
る
人
も
い
る
中
、
自
分
は

恵
ま
れ
た
環
境
で
練
習
を
出
来
る
こ
と
に
感
謝

し
、
本
番
ま
で
あ
と
少
し
の
期
間
し
か
あ
り
ま

せ
ん
が
一
回
一
回
の
練
習
を
大
切
に
、
精
一
杯

取
り
組
み
た
い
で
す
。
そ
し
て
今
年
こ
そ
二
種

目
と
も
決
勝
に
進
出
す
る
と
い
う
目
標
を
達
成

さ
せ
ま
す
。

　
県
高
校
総
体
サ
ッ
カ
ー
で
、
東
高
は
決
勝
に
進

出
し
た
が
、
静
岡
学
園
に
０
―
２
で
敗
れ
て
４
年

ぶ
り
13
度
目
の
全
国
総
体
出
場
を
逃
し
た
。
指
揮

を
執
っ
た
の
は
、
今
春
か
ら
監
督
に
就
任
し
た
、

平
成
６
年
（
１
９
９
４
年
）
３
月
卒
の
吉
野
友
三

さ
ん
。
全
国
行
き
に
王
手
を
か
け
な
が
ら
、
最
後

の
戦
い
に
敗
れ
た
と
あ
っ
て
、
Ｏ
Ｂ
監
督
は
冬
の

全
国
選
手
権
で
の
巻
き
返
し
に
照
準
を
合
わ
せ
て

い
る
。

　
東
高
は
平
成
４
年
、
全
日
本
ユ
ー
ス
（
Ｕ
―

18
）
大
会
で
初
優
勝
を
飾
っ
た
。
吉
野
新
監
督
は

当
時
２
年
生
な
が
ら
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
で
活
躍
、

初
Ｖ
に
貢
献
し
た
。
同
期
生
に
は
山
田
暢
久
選
手

（
浦
和
レ
ッ
ズ
）
ら
が
い
る
。
筑
波
大
に
進
学
し
、

磐
田
北
、
掛
川
工
を
経
て
、
４
年
前
か
ら
体
育
教

師
と
し
て
母
校
の
教
壇
に
立
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
サ
ッ
カ
ー
部
に
関
わ
り
、
４
年
間
、
コ
ー
チ

を
務
め
て
き
た
。

　
監
督
の
座
に
就
い
た
の
は
今
春
だ
が
、
冬
の
新

人
戦
か
ら
実
質
的
に
采
配
を
振
る
っ
た
。
そ
の
新

人
戦
は
優
勝
、
今
回
の
県
総
体
は
２
位
と
、
低
迷

気
味
だ
っ
た
サ
ッ
カ
ー
部
は
勢
い
を
盛
り
返
し
つ

つ
あ
る
。
だ
が
、
新
指
揮
官
は
「
ま
だ
ま
だ
」
と

手
綱
を
引
き
締
め
る
。

　
県
総
体
決
勝
の
後
半
、
率
い
る
東
高
は
静
岡
学

園
に
圧
倒
さ
れ
た
。「
激
し
く
プ
レ
ス
を
掛
け
ら

れ
、
対
応
で
き
な
か
っ
た
」
と
、
現
実
を
厳
し
く

見
詰
め
る
。

　
次
の
挑
戦
の
場
は
選
手
権
。
東
高
時
代
、
全
日

本
ユ
ー
ス
の
Ｖ
経
験
は
あ
る
が
、
選
手
権
は
県
の

壁
を
突
破
で
き
な
か
っ
た
。「
だ
か
ら
、
思
い
は

ひ
と
き
わ
強
い
」
と
い
う
選
手
権
の
舞
台
に
、
教

え
子
た
ち
を
導
く
構
え
だ
。　
　（
会
報
委
員
Ｋ
）

　
昨
年
12
月
、
本
校
初
の
台
湾
へ
の
修
学
旅
行
が

三
泊
四
日
で
実
施
さ
れ
、
二
年
生
（
現
三
年
生
）

が
富
士
山
静
岡
空
港
か
ら
中
華
航
空
の
チ
ャ
ー

タ
ー
便
で
旅
立
っ
た
。
静
岡
空
港
か
ら
の
チ
ャ
ー

タ
ー
便
を
利
用
し
て
の
海
外
修
学
旅
行
は
初
め
て

の
こ
と
で
あ
り
、
出
発
当
日
は
地
元
テ
レ
ビ
局
静

岡
第
一
テ
レ
ビ
も
取
材
に
訪
れ
て
、
そ
の
様
子
が

ニ
ュ
ー
ス
で
も
放
映
さ
れ
た
。

　
静
岡
空
港
発
着
に
よ
り
、
出
発
日
も
午
後
か
ら

研
修
が
可
能
と
な
り
、
各
ク
ラ
ス
ご
と
に
空
港
か

ら
九
份
や
淡
水
な
ど
台
北
郊
外
の
研
修
地
を
研
修

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
帰
国
日
も
午
前
中
い
っ
ぱ

い
を
研
修
に
あ
て
て
、
台
北
の
故
宮
博
物
院
等
へ

の
ク
ラ
ス
研
修
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
研
修
先
に
台
湾
が
選
ば
れ
た
の
は
、
台
湾
が
こ

の
時
期
気
候
も
温
暖
で
、
治
安
が
比
較
的
よ
い
こ

と
に
加
え
、
班
別
研
修
な
ど
で
、
よ
り
効
果
的
な

研
修
が
行
え
る
た
め
で
あ
る
。
静
岡
空
港
に
は
台

湾
へ
の
定
期
便
は
就
航
し
て
い
な
い
が
、
取
扱
業

者
は
じ
め
関
係
者
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
静
岡
空
港

か
ら
総
勢
三
百
人
以
上
が
搭
乗
で
き
る
大
型
の
機

　
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、
復
興
の
道

筋
ど
こ
ろ
か
被
害
の
全
容
さ
え
も
把
握
で
き
な
い
と

い
っ
た
状
況
に
あ
っ
た
４
月
１
日
、
伝
統
あ
る
藤
枝
東

高
校
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
藤
枝
東
高
校
の
こ
と
を

　
本
年
度
は
、
平
成
23
年
８
月
20
日(

土)

、
静
岡
市

の
葵
タ
ワ
ー
「
グ
ラ
ン
デ
ィ
エ
ー
ル
　
ブ
ケ
ト
ー
カ

イ
」
に
て
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、

今
回
初
の
静
岡
支
部
と
の
合
同
懇
親
会
も
開
催
さ
れ
、

今
ま
で
に
も
増
し
て
参
加
い
た
だ
け
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
越
し
下
さ
い
。

　
内
容
は
、
22
年
度
決
算
報
告
、
23
年
度
収
支
予
算

の
承
認
、
本
年
度
の
活
動
内
容
等
を
議
論
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。
な
お
、
決
算
報
告
（
案
）
は
本
紙

記
載
の
通
り
で
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
、
本
校
の
同
窓
生
で
あ
り
、
全

国
各
所
で
音
楽
活
動
（
ピ
ア
ノ
）
を
行
っ
て
お
り
ま

す
村
上
夢
子
様
と
友
人
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
畑
中

順
子
様
を
お
迎
え
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
　

　
今
年
度
決
算
書
収
入
欄
に
記
載
の
通
り
、
皆
様

か
ら
の
同
窓
会
維
持
費
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
、

事
務
局
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

各
委
員
会
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

　
総
務
委
員
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
皆
様
の

名
簿
デ
ー
タ
の
収
集
及
び
整
理
を
し
、
今
後
の

九
十
・
百
周
年
事
業
に
向
け
て
の
資
料
整
理
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
積
極
的
に
各
回
に

ご
依
頼
し
、
名
簿
の
取
得
、
訂
正
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
組
織
・
規
約
委
員
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
支

部
と
の
連
携
を
よ
り
強
く
し
て
い
き
、
活
動
の
活

発
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は

各
支
部
別
に
企
業
の
同
窓
会
組
織
の
掘
り
起
こ
し

を
行
い
、
同
窓
生
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を

行
い
、
会
員
の
デ
ー
タ
取
得
を
よ
り
積
極
的
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
会
報
委
員
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
年
一

回
の
発
行
と
内
容
の
充
実
を
め
ざ
し
て
参
り
ま
す
。

　
Ｈ
Ｐ
・
デ
ー
タ
管
理
委
員
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
よ
う
に
し
、
最
新
の
情
報
を
常
に
掲
載
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
各
委
員
会
活
動
を
通
し
て
今
後
の
同
窓
会
の
あ

り
方
・
活
動
に
つ
い
て
も
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
の
一
人
一
人
の
ご
意
見
、
ご

援
助
が
今
後
の
同
窓
会
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
確
信
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
し

ど
し
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

材
を
往
復
と
も
に
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
台
湾
で
は
、
東
呉
大
学
の
大
学
生
た
ち
と
交
流

の
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
台
湾
の
学
生
と

の
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
と
と

も
に
、
台
北
の
研
修
ガ
イ
ド
役
も
つ
と
め
て
く

れ
た
。
ま
た
、
日
本
統
治
時
代
を
知
る
古
老
か
ら

当
時
の
話
と
台
湾
の
歴
史
に
つ
い
て
の
講
話
を
伺

う
な
ど
貴
重
な
研
修
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し

か
し
、
特
に
生
徒
の
心
に
残
っ
た
も
の
は
自
ら
計

画
し
た
班
別
研
修
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
中
国
で
は
班
別
研
修
を
行
う
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
主
に
台
北
市
内
を
班
別
に
二
日
間
、

各
々
研
修
し
て
回
る
こ
と
が
で
き
た
。
朝
九
時
に

ホ
テ
ル
を
出
て
、
夜
九
時
に
夜
市
を
見
物
し
て
帰

着
し
た
生
徒
た
ち
の
、
疲
れ
て
は
い
る
が
満
足
げ

な
表
情
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
利
用
も
含
め
た
こ

の
修
学
旅
行
が
成
功
で
あ
っ
た
こ
と
を
何
よ
り
物

語
っ
て
い
た
。

　
今
回
見
聞
し
た
台
湾
で
の
経
験
を
、
今
後
に
生

か
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
う
と
と
も
に
、
関
係
各

位
の
尽
力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

静
岡
支
部
総
会
の
お
知
ら
せ

　
静
岡
支
部
（
葵
区
、
駿
河
区
、
清
水
区
）
の
総
会

を
本
部
総
会
（
８
月
20
日
（
土
））
に
合
わ
せ
て
次
の

通
り
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

１
　
開
催
期
日
　

　    

受
　   

付
　 

　    

支
部
総
会
　

　   

午
後
３
時
〜
は
同
窓
会
総
会
に
合
流
し
ま
す
。

２
　
会
　
　
場
　
グ
ラ
ン
デ
ィ
エ
ー
ル
ブ
ケ
ト
ー
カ
イ

　
　（
葵
タ
ワ
ー
　
４
Ｆ
）
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
　

　
　
葵
区
紺
屋
町
17-

１
　

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
４-

２
７
３-
５
２
２
５

３
　
議
題
等
　

　
①
静
岡
支
部
規
約
の
件

　
②
静
岡
支
部
役
員
候
補
、
本
部
役
員
候
補
の
件

　
③
そ
の
他

※
会
費
２
０
０
０
円
　
当
日
会
場
に
て
お
支
払
い
下
さ
い
。

※
引
き
続
き
同
窓
会
総
会
に
ご
出
席
下
さ
い
。
同
窓

　
会
総
会
の
懇
親
会
会
費
７
０
０
０
円
と
同
窓
会
維  

　
持
費
は
別
途
お
振
込
み
下
さ
い
。

※
静
岡
市
に
勤
務
す
る
方
々
で
静
岡
支
部
に
登
録
希

　
望
の
同
窓
生
の
ご
出
席
を
大
歓
迎
し
ま
す
。

　静
岡
支
部
事
務
局
　
　
西
川
英
雄
（
35
回
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
５
４-

２
５
５-

４
８
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
５
４-

２
５
２-

４
４
７
７

携
　
帯
　
０
９
０-

２
６
１
０-

４
２
４
４

平
成
23
年
８
月
20
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分

午
後
２
時
〜
２
時
40
分

収入の部 △は減 単位：円

収入総額 27,576,040円
支出総額 27,576,040円
差引金額 0円

支出の部

平成 22 年度　藤枝東高等学校同窓会会計決算書（案）
（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31日）

△ 26,235
31,745

77,980
△ 20,000

0
増　減

30,000
27,544,295

4,200,000
2,871,000

20,443,295
22年度予算額

3,765
27,576,040

4,277,980
2,851,000

20,443,295
22年度決算額

雑 収 入

会 議 費
事 務 費

消 耗 品 費

雑 費
予 備 費
次 年 度 繰 越

特別会計補助金
渉 外 費
保 険 料
会館整備費
会館補助費
慶 弔 費

記 念 品 費
事 業 費

備 品 費
通 信 費
印 刷 費
旅 費
事 務 局 費

科 　 目 22年度予算額 増　減22年度決算額

合 計

合 計

維持費・寄付等
入 会 金
繰 越 金

科 　 目

△ 588,124
△ 764,002
△ 209,987
△ 60,000
△ 69,357

△ 143,121

△ 599,684
△ 13,565

△ 81,872
△ 20,394,435

22,377,990
31,745

0
60,500

△ 13,990
△ 146,798

0
△ 87,639

12,350
△ 293,887

1,300,000
3,610,000

600,000
160,000

1,000,000

150,000

2,239,860
500,000

100,000
20,394,435

0
27,544,295

579,860
100,000
60,000

200,000
100,000
100,000

100,000
1,600,000

711,876
2,845,998

390,013
100,000
930,643

6,879

1,640,176
486,435

支部活動助成費 △ 16,320200,000183,680
ホームページ △ 300,000300,0000

18,128
0

22,377,990
27,576,040

579,860
160,500
46,010
53,202

100,000
12,361

112,350
1,306,113

平成23年度入試　大学別合格者数一覧
大学名
〈国立大学〉
北見工業
北海道
東北
福島
茨城
筑波
群馬
埼玉
千葉
電気通信
東京
東京外語
横浜国立
新潟
富山
金沢
山梨
信州
岐阜
静岡
浜松医科
名古屋
名古屋工業
三重
京都
大阪
神戸
和歌山
広島
鳴門教育
九州
佐賀
計

1
4
8
1
3
3
2
4
4
2
2
1
4
2
2
2
3
4
3
39
2
7
2
2
1
6
1
1
5
1
1
1
124

合格者 大学名
〈公立大学〉
茨城県立医療
埼玉県立
首都大東京
神奈川保健
横浜市立
山梨県立
都留文科
岐阜薬科
静岡県立
愛知県立芸術
大阪府立
計

〈私立大学〉
酪農学園
東北薬科
国際医療福祉
文教
目白
神田外語
千葉工業
青山学院
学習院
北里
杏林
慶應
國學院
国士舘
駒澤
芝浦工業
順天堂
上智
昭和女子

1
1
2
1
3
1
2
1
18
1
2
33

1
1
1
4
1
2
4
12
2
9
1
5
6
7
5
24
4
1
1

合格者 大学名
成蹊
成城
専修
大東文化
玉川
多摩美術
中央
津田塾
帝京
東京経済
東京工科
東京女子
東京電機
東京農業
東京理科
東邦
東洋
二松学舎
日本
日本社会事業
法政
東京都市
武蔵野
武蔵野美術
明治
明治学院
明治薬科
立教
立正
早稲田
麻布
神奈川
鎌倉女子
関東学院

3
6
19
2
2
1
18
1
5
2
1
1
4
13
21
1
7
1
21
1
29
5
2
2
32
15
1
12
2
17
1
19
2
1

合格者 大学名
東京工芸
北陸
帝京科学
岐阜女子
岐阜聖徳学院
静岡理工科
聖隷クリストファー
常葉学園
浜松
富士常葉
静岡福祉
愛知
愛知学院
愛知工業
愛知淑徳
金城学院
中京
中部
豊田工業
名古屋外語
名古屋芸術
名古屋女子
名古屋造形
南山
日本福祉
藤田保健衛生
名城
鈴鹿医療科学
京都産業
京都女子
京都薬科
同志社
同志社女子
立命館

1
3
2
2
1
3
11
40
2
1
1
1
7
1
2
1
5
3
2
5
1
1
1
2
1
1
5
1
3
2
1
12
2
51

合格者 大学名
龍谷
大阪医科
大阪産業
関西
関西外語
近畿
関西学院
甲南女子
神戸学院
神戸女学院
山口東京理科
立命館アジア太平洋

計

〈短期大学〉
静岡県大短
常葉学園短
計

〈準大学・専門学校等〉
静岡アルス美容
辻調理師
ルネッサンスアカデミー

ＮＩＣ
計

3
1
1
6
3
5
5
2
1
1
1
2

8
1
9

1
1
1
1
4

560

合格者

何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
私
に
で
き
る
こ
と
は
ま
ず

は
そ
の
歴
史
を
知
る
こ
と
と
考
え
、
校
長
室
に
入

り
真
っ
先
に
手
に
し
た
の
が
「
志
太
中
学
校
学
友

会
誌
」
で
あ
り
、
生
徒
会
誌
「
誠
」
で
し
た
。
こ

う
し
た
時
期
だ
か
ら
こ
そ
強
く
感
じ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
初
代
校
長
で
あ
る
錦
織
先
生
が
掲

げ
ら
れ
た
「
至
誠
一
貫
、
新
興
の
意
気
を
発
揚
せ

ん
」
と
の
言
葉
に
背
筋
を
伸
ば
さ
れ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
心
境
に
な
り
ま
し
た
。
校
訓
「
至
誠
一
貫
」

に
「
新
興
の
意
気
を
発
揚
せ
ん
」
と
添
え
た
言
葉

は
、
今
こ
そ
必
要
な
言
葉
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
た

次
第
で
す
。
新
た
な
創
造
に
真
心
を
も
っ
て
挑
戦

し
て
い
く
生
徒
を
育
て
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
藤
枝

東
高
校
の
精
神
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
東
日
本
大
震
災
の
復
興
だ
け
で
な
く
、
今
の
日

本
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
雇
用
情
勢
も
含
め
て
課

題
が
山
積
み
で
あ
り
ま
す
。
日
本
人
大
学
生
の
就

職
難
が
深
刻
化
す
る
一
方
で
、
外
国
人
採
用
を

増
や
す
企
業
が
相
次
い
で
い
る
と
い
う
実
態
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
る
企
業
で

は
新
卒
採
用
枠
千
三
百
九
十
人
の
う
ち
国
内
枠
は

二
百
九
十
人
、
そ
の
二
百
九
十
人
の
枠
も
外
国

人
留
学
生
を
積
極
的
に
採
用
し
て
い
く
と
い
い
ま

す
。
国
内
の
就
職
が
留
学
生
に
奪
わ
れ
て
い
く
と

い
う
現
実
で
あ
り
ま
す
。
海
外
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
す
る
た
め
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
若
者
の

力
に
疑
問
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
意
見
も
聞
き
ま

す
。「
主
体
性
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」「
実

行
力
」「
創
造
性
」
な
ど
資
質
に
欠
け
て
い
る
と

い
う
指
摘
で
す
。

　
先
日
、
こ
の
地
域
の
経
済
懇
談
会
の
方
（
本
校

の
同
窓
生
）
が
見
え
て
「
こ
の
地
域
の
高
校
生
を
、

ベ
ト
ナ
ム
に
連
れ
て
行
っ
て
短
期
間
で
は
あ
る
が

研
修
さ
せ
て
あ
げ
た
い
。」「
ベ
ト
ナ
ム
の
人
達
の
勤

勉
さ
と
決
し
て
諦
め
な
い
反
骨
精
神
を
、
こ
の
地

域
の
高
校
生
に
学
ん
で
も
ら
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

社
会
に
対
応
で
き
る
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
に
育
っ
て

ほ
し
い
。」
と
い
う
有
難
い
話
を
伺
い
ま
し
た
。
ま

た
、
県
立
大
学
の
薬
学
部
で
は
、
本
校
生
徒
の
た

め
に
研
究
室
で
の
体
験
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
学
問
の
面
白
さ
と
厳
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
い
う
企
画
で
、
こ
れ
も
同
窓
生
の
御

尽
力
の
賜
物
で
す
。
各
界
で
活
躍
す
る
二
万
四
千

名
を
超
え
る
同
窓
生
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
い
る

藤
枝
東
高
校
に
着
任
し
、
感
謝
す
る
と
と
も
に
そ

の
責
任
の
大
き
さ
を
痛
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。「
力
強
い
藤
枝
東
高
校
生
」
を
育
て
る
た
め
に
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

て
自
分
た
ち
の
手
で
行
う
た
め
、
ど
う
す
れ
ば
良

い
も
の
が
出
来
る
か
皆
で
頭
を
悩
ま
し
、
突
き
詰

め
て
突
き
詰
め
て
自
分
た
ち
の
納
得
で
き
る
芝
居

を
創
り
あ
げ
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
１
月
公
演
で
は
、
高
校
生
創
作
劇
脚
本
コ

ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
た
部
員
の
創
作
台
本
を
上
演

し
、
６
月
も
新
し
い
創
作
台
本
を
上
演
し
ま
し
た
。

旧
体
育
館
が
耐
震
工
事
に
入
る
た
め
、
今
年
後
半

は
別
の
場
所
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

部
の
先
輩
方
が
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
伝
統
を
更
に

高
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
会
場
に
て
、
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

サッカー部新監督

吉野友三さん
（67 回生）

▶チャーターの中華航空機
　（富士山静岡空港ロビーより）

▶台北市・國立故宮博物院にて

校長

鈴木富喜
演劇部　島田・藤枝地区合同公演（1月）

富
士
山
静
岡
空
港から

修
学
旅
行

台
湾
へ

『
力
強
い
若
者
を
育
て
る
た
め
に

応
援
し
て
く
だ
さ
い
』

新
校
長 

就
任
あ
い
さ
つ

〈
二
十
三
年
度
総
会
と

　

   

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
〉

支

部

報

告

況

報

告

部

活

動

の

近

水
泳
部

演
劇
部

西
川 

英
雄
（
35
回
）

静
岡
支
部

　
２
年
に
１
度
開
く
関
東
地
区
同
窓
会
を
来
年
７

月
14
日
（
土
）
に
予
定
、

準
備
を
始
め
て
い
る
。

首
都
圏
に
住
む
会
員
の
数
は
流
動
的
だ
。
事
務
局

に
約
１
３
０
０
人
の
名
簿
を
備
え
る
が
実
際
は
、

こ
の
倍
以
上
い
る
だ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
「
こ
の
指
と
ま
れ
」
で
支
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
い
て
い
る
。

卒
業
回
ご
と
の
同
窓
会

の
お
知
ら
せ
、
ふ
る
さ
と
ニ
ュ
ー
ス
、
サ
ッ
カ
ー

情
報
、
卒
業
生
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
案
内
な
ど
の

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
投
稿
も
歓
迎
。
も
ち
ろ
ん
母
校

と
同
窓
会
本
部
の
Ｈ
Ｐ
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
を

伝
え
る
「
が
ん
ば
れ
藤
枝
東
」
と
も
リ
ン
ク
し
て

い
る
。
こ
れ
を
見
て
総
会
に
出
席
し
た
会
員
も
い

た
が
、こ
の
広
場
に
も
っ
と
集
ま
っ
て
き
て
ほ
し
い
。

関
東
支
部
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
は
◀

h
ttp
://fujiedah

igash
i.org/

村
野

　坦
（
31
回
）

関
東
支
部

　
吉
田
町
の
発
展
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
田
村
典

彦
町
長
（
36
回
）、
助
役
は
鈴
木
正
之
氏
（
37
回
）

の
両
氏
で
す
。
隣
接
す
る
市
に
負
け
な
い
、
町
作

り
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
支
部
活
動
は
三
月
五
日
総
会
を
開
催
。
会
員
全

員
に
案
内
を
郵
送
し
回
収
は
百
二
十
七
名
、
回

収
率
は
49.

６
％
で
し
た
。
就
職
・
在
学
中
等
実

家
に
在
住
し
て
い
な
い
会
員
が
多
数
と
思
わ
れ
ま

す
。
総
会
出
席
は
今
回
十
九
名
で
し
た
。
支
部
活

動
と
し
て
は
今
回
具
体
的
計
画
は
予
定
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
二
年
に
一
回
の
総
会
を
開
催
す
る
こ
と

で
会
員
の
確
認
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
中
京
支
部
は
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
、
３
県
の
同

窓
生
で
構
成
し
て
い
る
支
部
で
す
。
愛
称
“
藤
愛

会（
と
う
あ
い
か
い
）”
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
中
京
支
部
と
し
て
は
総
会
・
懇
親
会
を
二
年
に

一
度
開
催
し
て
お
り
、
分
科
会
も
盛
ん
で
す
。

①
ゴ
ル
フ
会
は
昨
年
２
回
行
い
ま
し
た
、
今
年
の

　
予
定
は
４
回
予
定
し
て
お
り
、
次
回
は
、
５
月

　
23
日
、
そ
の
後
９
月
26
日
、
10
月
24
日
の
予
定

　
で
す
。

②
飲
み
会
は
昨
年
12
回
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
も

　
す
で
に
４
回
行
い
ま
し
た
。

③
旅
行
会
は
昨
年
開
催
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

　
年
は
実
施
す
る
予
定
で
プ
ラ
ン
を
練
っ
て
い
る

　
と
こ
ろ
で
す
。

④
マ
ー
ジ
ャ
ン
会
は
基
本
的
に
は
飲
み
会
の
日
の

　
昼
間
に
行
っ
て
お
り
、
昨
年
は
12
回
、
今
年
は

　
４
回
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
今
年
は
、
中
京
支
部
総
会
・
懇
親
会
の

　
年
で
す
。
今
ま
で
に
一
度
で
も
参
加
さ
れ
た
方

　
に
は
、
年
賀
状
で
今
年
の
開
催
予
定
を
お
知
ら

　
せ
致
し
ま
し
た
。

　
こ
の
千
南
原
を
読
ま
れ
た
方
、
同
窓
生
と
の
親

　
睦
を
図
り
ま
せ
ん
か
、
同
学
年
の
方
々
お
誘
い

　
合
わ
せ
の
上
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

開
催
日
：
２
０
１
１
年
９
月
18
日
（
日
曜
日
）

場
　
所
：
メ
ル
パ
ル
ク
名
古
屋

（
名
古
屋
市
千
種
駅
近
く
）

参
加
希
望
の
方
は
連
絡
下
さ
い
、

出
欠
の
確
認
ハ
ガ
キ
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
中
京
支
部
事
務
局
ま
で
ど
う
ぞ
。

中
京
支
部
事
務
局
　
木
村
昭
夫

（
33
回-

昭
和
35
年
卒
）

携
帯
電
話
：
０
９
０-

７
６
０
０-

４
３
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
５
６
８-

７
０-

０
５
２
０

Ｅ-

ｍ
ａ
ｉ
ℓ
：cep74200@

nyc.odn.ne.jp

横
山
恵
一
郎
（
29
回
）

中
京
支
部

　
藤
枝
支
部
総
会
を
今
ま
で
二
回
ほ
ど
開
催
し

ま
し
た
が
、
市
内
在
住
の
同
窓
生
は
七
〜
八
千

人
ぐ
ら
い
お
り
、
そ
の
人
た
ち
が
一
堂
に
会
す

る
こ
と
は
と
う
て
い
無
理
で
あ
り
、
ど
う
し
て

も
市
内
在
住
の
本
部
役
員
、
回
別
役
員
、
推
薦

い
た
だ
い
た
支
部
役
員
等
で
開
催
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
今
年
八
月
二
〇
日
に
藤
枝
東
高
全

体
の
同
窓
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
藤
枝
在
住

の
皆
さ
ん
に
は
そ
の
時
、
是
非
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
山 

明
良
（
36
回
）

藤
枝
支
部

　
昨
年
10
月
３
日
島
田
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
槇
田
同
窓
会
長
、
河
西
校
長
か
ら
近
況

報
告
を
含
め
、
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
議
事
に
入
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
島
田
支
部
と
金
谷
・
三
川
根

支
部
と
の
合
併
が
決
ま
り
、
規
約
の
改
定
、
支
部

役
員
が
承
認
さ
れ
て
、
新
島
田
支
部
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
新
役
員
と
し
て
高
木
孝
祐
（
35
回
）、

蓑
川
和
道
（
39
回
）、
杉
村
要
星
（
39
回
）、
工
藤

重
雄
（
39
回
）
の
四
氏
が
選
任
さ
れ
、
支
部
長
ほ

か
副
支
部
長
五
名
、
幹
事
一
六
名
、
顧
問
六
名
の

構
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
終
了
後
の
懇
親
会
は
16
回
卒
か
ら
71
回
卒
の
80

名
が
参
加
、
大
井
川
を
挟
ん
だ
地
域
の
仲
間
が
、

世
代
を
こ
え
て
歓
談
し
、
た
の
し
い
ひ
と
と
き
で

し
た
。
か
な
り
広
域
の
支
部
と
な
り
ま
し
た
が
、

運
営
に
つ
い
て
は
本
部
の
ご
指
導
の
も
と
、
役
員
、

同
窓
生
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤

　孝
（
33
回
）

島
田
支
部

　
榛
南
支
部
は
現
在
社
会
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る

浜
岡
原
発
の
20
㎞
区
域
内
に
位
置
す
る
牧
之
原

市
、
吉
田
町
に
在
住
の
会
員
二
百
五
十
六
名
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
両
市
町
は
自
然
に
恵
ま
れ
、

今
の
旬
は
、
シ
ラ
ス
・
初
カ
ツ
オ
と
牧
之
原
産
の

新
茶
の
季
節
で
す
。

松
浦 

宏
長
（
32
回
）

榛
南
支
部

　
今
年
秋
の
第
三
十
八
回
浜
松
支
部
（
藤
遠
会
）
総

会
開
催
予
定
日
は
、
ま
だ
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
六
月
一
七
日
に
有
志
一
〇
名
の
準
備
会
で
開
催

日
時
・
会
場
・
内
容
等
を
決
定
し
て
か
ら
、
藤
遠

会
名
簿
と
照
合
し
、
案
内
状
（
約
一
〇
〇
通
）
を

送
付
す
る
予
定
で
す
。

　
例
年
、
会
の
名
称
に
因
ん
で
十
月
十
日
に
開
催

し
て
き
ま
し
た
が
、
十
月
第
二
月
曜
日
休
日
法
に

嵌
ま
り
会
場
の
確
保
、
ま
た
多
く
の
出
席
者
を
臨

む
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
反
省
）
昨
年
は
十
月
一
日
に
開
催
し
ま
し
た
が
、



企
業
の
中
間
決
算
・
下
半
期
の
初
日
と
重



　
　

な
り
、
出
席
者
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い



　

ま
し
た
。
今
年
は
十
月
か
ら
十
一
月
ま
で



の
間
で
開
催
を
考
え
ま
す
。

（
後
記
）
先
輩
か
ら
後
輩
ま
で
幅
広
い
年
代
が
一



　
堂
に
会
し
、
旧
交
を
温
め
た
り
情
報
交
換

　
　
　

等
が
で
き
る
場
を
つ
く
る
こ
と
は
大
切
な



　
　
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
女
性
の
出
席
を

　
　
　

大
い
に
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

大
塚 

義
郎
（
34
回
）

浜
松
支
部

　
山
滴
る
季
節
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
ら
、
も

う
梅
雨
入
り
、
私
の
家
の
近
所
で
は
遅
い
田
植
え

の
真
盛
り
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
母
校
の
サ
ッ

カ
ー
静
岡
学
園
と
の
対
決
残
念
で
し
た
。
私
が
校

長
の
時
も
静
岡
学
園
と
決
勝
勝
負
で
敗
れ
た
苦
い

思
い
出
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
捲
土
重
来
を
期

待
し
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
焼
津
支
部
の
動
き
を
原
稿
に
と
送
ら
れ

て
ま
い
り
ま
し
た
用
紙
に
し
っ
か
り
し
た
動
き
を

書
く
こ
と
が
出
来
ず
迷
っ
て
い
る
う
ち
に
遅
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
自
身
四
月
か
ら
地
区

の
区
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
事
務
局
長
の
倉
嶋
氏
も

ロ
ー
タ
リ
ー
会
長
最
後
の
詰
め
と
と
言
う
訳
で
何

と
も
動
き
が
と
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
部

の
巻
き
返
し
を
願
い
、
９
月
に
は
選
手
権
試
合
の

応
援
の
こ
と
や
、
東
北
大
地
震
の
こ
と
な
ど
を
話

題
に
焼
津
支
部
の
総
会
を
開
催
し
よ
う
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
御
活
躍
を
祈
り
ま
す
。

永
田 

實
治
（
28
回
）

焼
津
支
部

＊同窓会事務局からのお願い＊
　事務局では会員の皆様の連絡先をデータベース化し、きちんと会報がお手元
に届くように努力しております。連絡先に変更のある場合は、下記まで御一報
ください。なお、公表その他目的外の使用は致しません。同窓会・同期会等の
集まりを開催の場合は、是非同窓会ホームページを御利用ください。
　各支部別に、企業・団体内の同窓会組織の掘り起こしを行いたいと考えてお
ります。

〈同窓会事務局〉
〒426-8577　藤枝市天王町1-7-1　静岡県立藤枝東高等学校同窓会事務局
TEL054-645-3527　　FAX054-645-3529
メールアドレス：fh-dousoukai@cy.tnc.ne.jp
ホームページ：http://www.fujiedahigashi.jp/
（毎週月・水・金　午前中　事務員〔青島〕が在席しております。）

　本年度は、同窓生全員を対象に開催を致しますの
で、是非にお出かけ下さい。
　なお、当日事前に「静岡支部総会」を午後2時から
開催いたします。

＜23年度同窓生交流会開催のご案内＞
開催日： 平成 23 年 8 月 20 日（土）
 午後 3 時（2 時 30 分受付開始）
場　所： 静岡市葵区紺屋町　葵タワー４F
  「グランディエール　ブケトーカイ」
内　容： １）	総会
    （22年度決算、23年度予算・事業計画）
 ２）	アトラクション
　　　　　	（ピアノとヴァイオリンの夕べ）
 ３）	懇親会
会　費： 7,000円（出席される方は、22 年度維持費

2,000円 + 会費 7,000円を別添振込用紙に
て事前にお振込みください。振込みをもっ
て「出席」とさせていただきます。）

　静岡支部総会を、総会に先立ち開催いたします。
静岡・清水在住または勤務をされている方は是非
ご出席ください。場所は、上記場所と同様「葵タワー」
４Fです。
　会費2,000 円は当日会場にてお支払いください。
なお引き続き同窓生交流会の総会・懇親会にご出
席される方は「23年度維持費2,000 円 +会費7,000
円」を別途お振込み下さい。

詳しくは、事務局までお問い合わせください。
（電話：054-645-3527）

ご出席の振込みは、
８月１0日までにお願いいたします。

23年度同窓生交流会のお知らせ 申
込
み
先

平成 23 年７月 1 日千 　 南 　 原 第 25 号（1） 同 　 窓 　 会 　 報 平成 23 年７月 1 日千 　 南 　 原 第 25 号（4） 同 　 窓 　 会 　 報


